
給食に新米のだて正夢

令和４年１１月４日の大郷町学校給食に

「だて正夢」の新米が登場した。 

この取り組みは，子供たちに地元のお米

に関心を持ち，いつもと違う品種のお米を

味わってもらいたいと，町の学校給食セン

ターが企画したもので，町内小中学校の２

校に６５０食が提供された。 

食事前に同町大松沢地区の栽培者である平井純夫さんへのインタビュー動画が放送され，

お米を生産する喜びや苦労，今年の収穫量などが語られた。 

新米を食べた子どもたちからは「もち

もちして美味しい」，「家で食べるご飯よ

りだて正夢の方が甘い」と大好評で，お

かわりをする姿が見られた。 

普段の給食では週４回米飯を提供し，

県の栽培基準から化学肥料と化学農薬

の使用を半分以下に減らして栽培した

「みやぎの環境保全米」の町内産ひとめぼれを提供している。 

だて正夢は平成３０年にデビューした宮城県の新品種で，県との登録栽培制となってい

る。今年度の町内では８戸の登録農家が計１５haで栽培し，５８ｔが出荷された。 
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